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＜連絡事項＞

· 本日13：30より、江刺家陽輝様の退院療養検討会議あり。下館SGMが参加。

· 本日より1週間、東北メディカル学院学生の米村和貴さんがデイケアを体験学習。

· 2/12（火）より、上川原豊様と森田清助様がデイケア体験利用となる。

· 2/14（木）大久保康弘様の退院療養検討会議。

· 2/15（金）北病棟入院中の船場孝子様が退院予定。退院療養計画についてはまた情報提供がある予定。

· 2/15（金）誤嚥についての研修がある為、看護スタッフは参加すること。

· 2/16（土）栄養スタッフがデイケアの備品（スープ保温機、保温ジャー）を借りに来る予定。15日のナイトケアスタッフは、備品を台車に乗せて玄関付近に用意しておくこと。

＜利用者様情報＞
· 森　　彩子　様～他者から金銭を借りている件について、2/8（金）に社協の間山様に情報提供し

ている。情報提供後、間山様が直接本人に会いに行っており、お金も少額渡してきたとのこと。借金については、本人の年金から少しずつ返済していく予定。間山様より、返済する際は、スタッフ（デイケアでも訪問看護でも可）が必ず立ち会って欲しいとのこと。この件について、訪問看護にも情報提供している。

· 中村　与一郎様～頭痛があるとのことで、静養室で休まれている。発熱はなく、バイタル異常

はない。午後のプログラムには参加すると話されている。

· 袴田　淑子様　～食事は極少量のみ盛り付け摂取しておられ、間食を多く摂取している様子。食事

摂取状況について指導している。青風荘にも情報提供していく。

＜対応困難事例＞

· 八木橋　牧雄様～ナイトケアを連絡なしに欠席することが続いている。外来受診時にスタッフが話

を伺うと、郵政民営化してから仕事内容が大幅に増え忙しいこと、加えて試験や飲酒の有無のチェックなどでストレスになっていることを話されている。

⇒外来受診時に話を聞きに行き、欠席の連絡は入れるよう説明する。

⇒残業があり、ナイトケア利用出来ていないため、本人や職場に意向を確認する。

· 柳町　信夫様　～長期間、ナイトケアを連絡なしに欠席されており、スタッフから連絡を入れても

電話に出ないことが多い。青明舎が訪問に行っているが、在宅している様子はあるが家からは出てこないとのこと。幸房が新体制に変わる為、デイケアへの移行するなど、今後ついて不明瞭である。

⇒今後の対応については、幸房や青明舎に確認を取っていく。

⇒通所からも、出席連絡など本人宅へ電話連絡していく。

· 五日市　公様　～スタッフに対人関係のことで頻繁に訴えてきている。担当医にも相談しており、

イライラするなら無視するよう言われたと話されている。傾聴し、説明・アドバイスには納得されているが一時的で、再度他者に対し怒鳴っていることがある。

⇒定期的に本人の訴えを傾聴し、ストレスの軽減を図る。他者とのトラブルに注意し、その都度声かけしていく。

＜利用者様事例検討＞

高橋　洋子様　（58）女性　　主病名：うつ状態・脳梗塞後遺症・軽度知的障害

　　　　　　　　　　　　　　合併症：高コレステロール血症・高血圧

H20年1月30日より、デイナイトケア新規利用。

H15年3月、脳梗塞発症し左不全麻痺となる。以来、抑うつ気分・不安感・食欲不振・めまい等の症状がみられ、H15年9月当院受診し任意入院となる（～H15年11月）。服薬に対する理解が不十分であり、薬を飲み間違えることがあり、服薬指導を行っていた。退院後は自宅療養となり、当院への外来通院・服薬を継続している。大きな症状の変化はみられないが、日中も臥床傾向であり、生活リズムが乱れやすい傾向にある。H20年1月中旬、自宅近くのスーパーで食料品を持ち帰ろうとして警備員に2度保護されている（「買おうと思った」と本人は話されている）。当院受診の際、日中の通所利用を勧められ、デイナイトケア利用の運びとなる。

通所利用は、清潔管理・金銭管理の習得、注意力・集中力の維持改善、意欲・達成感の獲得を目的としている。他者のものを自分のものとして持ち歩く可能性はあると思われるので、注意とのこと。

○デイナイトケアでの状態

· 元来内向的な性格ということもあり、積極的に自分から話をするということは少ない。（デイケア、ナイトケアの利用者様とは積極的に話をしている様子はある）

· プログラムは参加されているが、意欲的という様子はない。細かい作業は得意なようで、折り紙に関しては「好きだ」と話されている。

· 不潔傾向であったが、青陽館で入浴利用するようになってから、清潔保持できている。

· 自分のロッカーの場所はすぐに覚えており、他者の物を持ち去ることはない。

· 血圧が高値（140/90mmHg台）となることがある。

○実施計画について

· 興味のある作業を促し、集中力や意欲の向上を図る。

· 対人交流を持てるように、スタッフが間に入るなどして関わっていく。

· 毎日の血圧測定を行い、体調の変化に注意する。










